　今月の樹「エゴノキ」

近郊の山あるきにもそろそろ暑さを感じ出す季節、日差しを避けて自ずと林内に踏み込むことが多くなる。こんな時、暗い林床に星をちりばめたように散っている白い花に気づく。見上げる目線の先に、白い清楚な花を枝いっぱいに付けている樹に気づく。暗い木立のそこだけ明るく見える。エゴノキとの出会いはこのように落花で気づくことから始まる場合が多い。花の季節以外はこの樹が陽樹で枝葉を林冠に展開しており、しかも地味な樹であるために見過ごすことが多いのではなかろうか。
名の由来は若い果実には有毒物質であるサポニンを含んでおり、その味が「えぐい」ので、エゴノキと名前がついたという。
エゴノキ（Styrax japonica）とはエゴノキ科エゴノキ属の落葉小高木であり、北海道・本州・四国・九州、琉球・朝鮮・中国に分布する。比較的水分のある谷沿いなどで良く成長する。芽生えや稚樹の生育範囲は広いが、生育に水分を必要とする。雑木林の林縁部に普通に生えるが、陽樹で暗い林内では発芽、更新しないとされる。
　幹はあまり太くならず、株立ち状になることが多い。自然樹形でも、幹が途中で大きく曲がったり、癖のある樹形になることも多い。

樹皮は平滑で赤褐色から黒褐色である。老木になると浅く縦に裂ける。あまり特徴のない樹木であり、特に稚樹の段階では同定が困難であるが、葉の付け根の「冬芽（副芽をもつ）」の形を覚えておくと役に立つ。
　葉は互生し、葉身は卵形で先端は尖り、基部はくさび形、縁には浅い鋸歯がある。質はやや薄く、葉脈が目立つ。
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5～6月に、今年のびた短い側枝の先に1～６個の白い花を垂れ下がったように付ける。花には２～３ｃｍの柄がある。花冠は直径２．５ｃｍほどで、深く5裂し星状毛が密生する。雄しべは10本、花柱は雄しべより長い。果実は長さ１ｃｍほどの卵球形の核果で灰白色。９～１０月ころ熟すと、果皮は裂けて褐色の種子が１個落下する。果皮にエゴサポニンを多く含むので石鹸の代わりにした。またサポニンには魚毒性があるので地方によっては魚の捕獲に使ったとい
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われるが、同様に毒流し漁に用いられたと言われるサンショウの樹皮との比較実験からエゴノキのサポニンの魚毒性の強さは漁に使えるほどのものではないのではないかと疑問視する見解もある。
種子の大部分は胚乳。種子は硬い殻に包まれているので、これをお手玉の中に入れると良い音がする。
　また、この種子をヤマガラが好む。一旦、地中に埋めてから食べるそうで、豊作の年は秋から冬にかけてヤマガラが集まってくる。貯食型種子散布といわれる。
エゴノキに生成する虫コブは多い。最もポピュラーで面白いのはエゴノネコアシフシである。イネ科のアシボソを一次寄主としエゴノキとの間で寄主転換を行うアブラムシ、エゴノネコアシアブラムシが春に二次寄主であるエゴノキに移動してきて新芽を変形させてこれを形成する。形が猫の足を連想させるため、エゴノネコアシ(フシ)の名がついた。花と前後して、エゴノキの梢のあちこちに、猫足がぶら下がる。７月頃になると、バナナ状の虫えいの先が開いて、中からエゴノネコアシアブラムシが出てくる。このほか、タマバエの仲間も葉などに虫えいをつくる。
根元から萌芽した幹はスラリと伸び上がり、材は粘り強いので、火であぶって曲げ、「背負い籠」や「輪かんじき」などに利用されていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、庭木などとして栽培もするほか、緻密で粘り気のある材を将棋のこまなどの素材としても利用されてきた。　　　
